
【GIGA×指導の工夫・改善】 振り返りシートによる生徒の学びの見取り （スプレッドシートの活用）

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜内容＞
１.進捗状況と振り返り
・進捗状況と学習の振り返りから、学習の理解
度やつまずき、学習支援のポイントを把握

個別の支援
・振り返りの内容によって、コメント機能でアドバ
イスや補足説明、参考URLを添付。
・次時の学習の際、資料提供や、疑問への回
答を行う。

２.取組に関する自己評価
・生徒が自らの取組を振り返ることで、次時以
降の目標や自己の力を把握することにつなが
る。
・生徒自身が自己の取組をどのように評価して
いるかを教師が知ることで、生徒への支援の仕
方、学習指導の改善につなげられる。

３.アウトプット量を意識した振り返り
・アウトプット量を意識することで、本時の学びか
ら考えたこと、疑問、次時への目標など生徒の
学びの具体がわかる振り返りに変わった。

・アウトプット量の増加＝インプット量の増加と考
え、文字数の少ない生徒には声がけを行い、
インプット量・アウトプット量を増やせるように支
援。

取り組みに関する自己評価

アウトプット量を意識させた振り返り

A生の振り返り
『返品を受け入れることに店舗側の義務はなく、あくま
で店舗側のサービスであるとわかった。クーリングオフ
制度について・・・・・』

教師のコメント

『義務のない店舗側が、サービスとしてそれを行ってくれる
のはなぜか、企業側の立場から考えてみよう。』

教師の思い
・企業という別の視点を与えて考えさせることで、消費
者の立場を客観的に考えるきっかけになれば
・次の単元（生産と労働）につながる気づきができれば

A生の振り返り
（アウトプット量意識前）

A生の振り返り
（アウトプット量意識後）

進捗状況、学習の振り返り



【GIGA×指導の工夫・改善】 資料提供やコメントを即時に

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B2

＜考察＞
１・２の事例のように、GIGA環境を活用す
ることにより、教師ー生徒、生徒ー生徒のコ
ミュニケーションがとりやすくなったと考える。

例１
・生徒が自分が必要だと考える資料を教師に
要求し、データで生徒に提供できる。
・生徒の状況を把握しながら、教師が生徒の
学び促進に効果的だと思う資料を提供する
ことも可能。
・また、個々のやりとりではなく、学級全員が
見ることができるスペースでやりとりをすること
で、他の生徒の学びにも生かされる。

例２
・生徒はコメントを見て即時に修正をしたり、あ
とから修正をしたりと、自分の学習ペースに合
わせて修正を加えることができる。
・教師は、生徒が課題に取り組んでいる最中
に添削をすることができる。
・教師は、一覧で学習状況を把握することで、
単元展開や指導内容を振り返り、次時に生
かすことができる。

1. 自分の仮説検証のために必要だと考えた資料を
教師に要求し、教師が資料提供（チャットの利用）

2.レポート課題に取り
組む生徒のドキュメ
ントシートを一覧表
示し、生徒個々の学
習状況、記入内容を
確認し、即時添削を
行う。（コメント機能の活用）


